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研究者はこれまで１５人制ラグビー日本代表など様々なカテゴリー

でコーチやアナリストを経験している。科学技術の進化はデータ駆

動型のコーチングを可能にし、これらのデータが選手に掛かる運動

負荷を定量評価することに繋がり、適切な強度設定や負荷の掛け過

ぎによる怪我を未然に防ぐためのプログラム設定などに役立てられ

ている。GNSS から得られるデータは選手のコンディション評価に用

いられるだけでなく、ゲームパフォーマンスと組み合わせることに

よって、ラグビーの本質理解や専門的体力の可視化に貢献すると考

えている。 

 

 

1．研究の概要 

GNSS で計測した大学ラグビー選手の試合中の走データを異なる時間帯で分析し、ゲームパフ

ォーマンスとの関連性について検討した。 

まず Forwards と Backs における走データを比較したところ、総移動距離、平均距離、高強度

距離、高強度比率、加速回数、加速頻度、スプリント回数、最大速度、最大加速度の全ての項

目において Backs が有意に高い値（p<0.05）を示した。また取得した走データを時間帯ごとに

分析した結果、Forwards の加速回数、加速頻度、最大加速度、Backs の平均距離、スプリント

回数において時間帯による顕著な違い（p<0.05）が認められた。さらに走データとゲームパフ

ォーマンスとの関係性を検討した結果、ゲームパフォーマンス分析に用いた全 16 項目のうち

9項目で走データとの関係性（p<0.05）が明らかとなった。 

以上のことから、本研究において大学ラグビー選手のポジションにおける移動距離や移動速

度の違いが明らかとなった。また移動距離や移動速度は、異なる時間帯によって変化する可能

性が示唆された。さらにゲームパフォーマンスとの関係性も一部認められたことから、今後は

選手に必要な専門的体力要素や発揮スキルなどがより詳細に体系化できる可能性が推察され

る。 

 

2．研究の動機、目的 

スマートフォンやカーナビなどで利用されている衛生測位システムである Global 

Positioning System(GPS)は一般的によく知られており、我々の日常生活に溶け込んでいる。

ラグビー選手に対して GPSユニットを用いて行われた最初の学術研究では、試合中の総移動距

離（Forwards:6680m, Backs:7227m）と高速度移動距離（>20km/h; Forwards:524m, Backs:313m）



など異なるポジションによる走動作の違いを明らかにしたものである（Cunniffe et al.2009）。

移動距離や移動速度が示されたことによってラグビー選手に掛かる運動強度や生理的負担度

が定量化され、ポジションによって必要とされる体力要素が何かを深く考察することが可能と

なった。しかしながらこれまでの先行研究では、ラグビー選手のポジションや競技レベルによ

る移動距離や移動速度の違いを示したものは散見されるものの、試合におけるゲームパフォー

マンスとの関係性を示すものや異なる時間帯ごとに分析・評価したものは報告されていない。

そこで本研究にかかる科学的目的は、大学ラグビー選手に対して①GNSS を用いて試合中の走

動作と運動パターンを解明すること②取得データを解析し、時間帯による変化の有無を明らか

にすること③移動距離や移動速度とゲームパフォーマンスの関係性を明らかにすることであ

る。本課題を解決することによって走動作とゲームパフォーマンスとの関連性が明らかとなり、

エビデンスベースのより合理的なコーチング理論の構築や戦術戦略の立案に貢献することが

期待できる。 

 

3．研究の結果 

試合における移動距離と移動速度 

異なる 2つのポジション（Forwards,Backs）における総移動距離、平均距離、高強度距離、高

強度比率、加速回数、加速頻度、スプリント回数、最大速度、最大加速度の平均の差が統計的

に有意か確かめるために、有意水準 5%で両側検定の T 検定を行ったところ、上記の全ての項目

においてポジション間に有意差が認められた（表１）。 

 

表 1 Forwards と Backs の移動距離と移動速度 

 
 

異なる時間帯における走パフォーマンスの変化 

前後半 40 分の合計 80 分で行われるラグビーの試合をそれぞれ 4 つの異なる時間帯（Q1:0’-

20’,Q2:20’-40’,Q3:40’-60’,Q4:60’-80’）に分け、移動距離や移動速度の変化について検討した。

その結果、Forwards の加速回数（Q1-Q2:p<0.05,Q1-Q4:p<0.05）、加速頻度（Q2-Q3:p<0.05）、

最大加速度（Q1-Q2:p<0.05,Q1-Q3:p<0.05,Q1-Q4:p<0.05）において時間帯による走パフォーマ

ンスの変化が認められた。またBacksの平均距離、（Q1-Q4:p<0.05,Q2-Q3:p<0.01,Q2-Q4:p<0.01）、

スプリント回数（Q1-Q4:p<0.05）においても同様に時間帯による走パフォーマンスの変化が認

められた。 

 

表２ 異なる時間帯における移動距離と移動速度 

 



移動距離及び移動速度とゲームパフォーマンスとの関係性 

Forwards と Backs の移動距離及び移動速度に関する走パフォーマンスとゲームパフォーマン

ス分析から得られた各イベントデータとの関係性を検討するためにピアソンの積率相関分析

をし、相関係数を算出した（表３）。その結果、ゲームパフォーマンス分析から得られた全 16

項目のうち 9 項目で走パフォーマンスとの関係性が明らかとなった。1 つ目に Forwards のパス

回数と Backs の平均距離、高強度距離、高強度比率、スプリント、最大速度、最大加速度との

間に 5%水準で有意な正の相関関係が認められた。2 つ目に Forwards のラインブレイク回数と

Forwards の加速回数、加速頻度、スプリント、最大加速度、Backs の加速回数、加速頻度、ス

プリントとの間に 5%水準で有意な負の相関関係が認められた。3 つ目に Forwards のペナルテ

ィ回数とForwardsの加速回数、加速頻度との間に5%水準で有意な正の相関関係が認められた。

4 つ目に Backs のパス回数と Backs の平均距離、加速頻度、スプリント、最大加速度との間に

5%水準で有意な正の相関関係が認められた。5 つ目に Backs のラインブレイク回数と Backs の

高強度距離、高強度比率、スプリントとの間に 5%水準で有意な正の相関関係が認められた。6

つ目に Backs のキック回数と Forwards の平均距離、高強度距離、スプリント、Backs の平均距

離（図１）、高強度距離、高強度比率、スプリントとの間に 5%水準で有意な正の相関関係が認

められた。 7つ目に Backs のラックヒット回数と Backs の加速頻度との間に 5%水準で有意な

正の相関関係が認められた。8つ目に Backs のタックル回数と Forwards の加速回数、Backs の

加速回数、加速頻度との間に 5%水準で有意な正の相関関係が認められた。9 つ目に Backs のペ

ナルティ回数と Forwards の加速回数との間に 5%水準で有意な正の相関関係が認められた。 

 

表３ 移動距離及び移動速度とゲームパフォーマンスとの関係性 

 
 

 
図１ Backs の平均距離とキック回数との関係性 

 

4．研究者としてのこれからの展望 

GPSの導入によってポジション特性が明確になり、トレーニングロード管理に大いに役立って

いる。しかしながらラグビーでは、走パフォーマンスの評価も大切だが、それにも増してタッ

クル、ボールキャリー、モール、ラック、スクラムなど接触動作における選手のゲームパフォ

ーマンスを正当に評価することも重要である。そこでプレーの成功や安全にプレーを継続する

ための因子分析的研究を進めたいと考える。 

またラグビーは 15 人対 15 人で行う競技であり、プレーの選択や継続のためには、自分の意

志を伝えたり、仲間の意見に耳を傾けたり、積極的なコミュニケーションを図ることが重要と

なる。そこで試合中の会話コミュニケーションを分析し、それがチームや試合の内容・流れに

及ぼす影響について明らかにしたいと考える。ラグビーでは、サイドラインからのコーチング

は禁止されているため、選手は試合中コーチからの指示を受けることなく、選手同士によって

多くの戦略的・戦術的判断、意思決定が求められる。そのため選手の主体性やコミュニケーシ



ョン能力の重要性は大きくなる。そこでラグビーにおける具体的なコミュニケーション内容と

その影響を可視化することができれば、ラグビーにとどまらず様々な種目におけるチームや組

織にとってより効果的なコミュニケーション法を探求するための有用な知見となる可能性が

ある。 

 

5．支援者（寄付企業等や社会一般）等へのメッセージ 

2023 年度若手研究者奨励金を賜り、ご寄付いただきました企業様、関係者の皆様、日本私立

学校振興・共済事業団の方々には心より御礼申し上げます。今回いただきましたご支援により、

本研究を進めることができました。得られた成果をもとに、今後もさらに研究を発展させ、社

会に還元できるよう精進してまいります。これからもご支援のほど、よろしくお願い申し上げ

ます。 

 

 


